
Ｑ
：
来
年
度
の
テ
ー
マ
に
込
め
た
思
い
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

安
田�

：
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
四
十
周
年
が
終
わ
り
、
世
代
交
代
が
進
ん
だ
中
、
若

手
が
中
心
の
時
代
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
経
験
に
基
づ
き
、

一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
限
界
に
挑
戦
し
、
大
義
を
胸
に
持
っ
て
青
年
部
の

会
員
と
し
て
の
意
味
あ
る
行
動
に
繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

Ｑ
：
お
二
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ポ
リ
シ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木�

：
令
和
五
年
度
は
コ
ロ
ナ
不
安
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
、
組
織
の
真
価
が
問

わ
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
変
化
を
恐
れ
ず
に
活
動

し
ま
し
た
。
今
後
も
変
化
を
受
け
入
れ
、
次
年
度
も
積
極
的
に
活
動
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

安
田�

：
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
良
い
点
を
継
承
し
つ
つ
、
根
底
を
保
ち
つ
つ

新
た
な
挑
戦
に
積
極
的
。
ポ
リ
シ
ー
は
意
味
を
持
た
せ
、
場
所
や
子
ど
も

向
け
事
業
な
ど
に
焦
点
を
当
て
る
。
役
員
増
員
で
若
手
育
成
を
強
化
し
、

多
様
な
人
々
が
参
加
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
：�

青
年
部
が
地
域
住
民
へ
の
貢
献
と
し
て
行
っ
た
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木�

：
令
和
五
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
行
動
制
限
が
解
除

さ
れ
、
活
動
が
正
常
化
し
ま
し
た
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
委
員
会
主
導

で
多
く
の
事
業
が
成
功
裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
内
部
事
業
で
は
、

会
員
交
流
や
体
力
測
定
、
研
修
を
実
施
し
、
会
員
の
資
質
を
向
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
： 

令
和
六
年
度
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
か
？

安
田�

：
も
ち
ろ
ん
、
青
年
部
が
主
催
す
る
人
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
他
の
場
所
で
、
異
な
る
コ
ン

セ
プ
ト
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
住
民
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
子
供
た
ち
を
対
象
に
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
活
気
を
生
み

出
し
、
地
域
の
人
々
に
有
益
な
も
の
と
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

Ｑ
： 

最
後
に
な
り
ま
す
が
こ
の
新
聞
を
通
し
て
地
域
住
民
の
方
に
伝
え
た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
青
年
部
の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

鈴
木�

・
安
田
：
日
頃
よ
り
青
年
部
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
会
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
支

え
る
青
年
経
済
人
と
し
て
研
鑽
に
励
み
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
青
年
部
の
活
動
を
見

て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
青
年
部
の
事
業
や
地
域
の
事

業
な
ど
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
度
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
青
年
部

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
っ
て
い
た
だ
き
青
年
部
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
白
河
商
工
会
議
所

青
年
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編集・発行
白河商工会議所青年部

編集者
2023年度地域活性委員会

令和６年４月１日発行

2024年度テーマ　一
ピ ン

人から限
ギ リ

界まで 〜それぞれのできるコトと大義を胸に〜

2024年度会長
安田　貴久
㈲松新酒店

2023年度会長
鈴木　桂祐
㈲桂設計

新
旧
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
旧
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

出
向
一
年
間

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

　

彼
ら
は
一
年
間
、
白
河
商
工
会

議
所
青
年
部
の
一
員
と
し
て
出
向

活
動
を
行
い
、
他
の
地
域
の
商
工

会
議
所
青
年
部
と
協
力
し
、
交
流

を
深
め
、
異
な
る
文
化
や
地
域
性

を
理
解
す
る
こ
と
で
知
識
を
蓄
え
、

自
身
の
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

　

出
向
活
動
は
、
地
域
間
の
連
携

を
強
化
し
、
新
た
な
視
点
を
得
る

た
め
に
重
要
な
活
動
で
す
ね
。
お

疲
れ
様
で
し
た
！ 福

島
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会

　

専
務
理
事

�

有
賀
裕
二
郎

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

　
代
表
理
事

�

　

和
知　
健
明

令
和
５
年
度

福
島
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会

　

会
長�

菊
地　
一
寛

福島県商工会議所青年部連合会
通常総会

全国会長研修会



� �令和６年度　委員長挨拶・組織図
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監　事監　事
鈴木　靖信鈴木　靖信
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副会長副会長
齋藤　俊輔齋藤　俊輔
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委員長委員長
鈴木　洋平鈴木　洋平

委員長委員長
西脇　信介西脇　信介

委員長委員長
相田加代子相田加代子

委員長委員長
鈴木　浩平鈴木　浩平

副委員長副委員長
小野　喜治小野　喜治

副委員長副委員長
鈴木　光顕鈴木　光顕

副委員長副委員長
松本　貴士松本　貴士

副委員長副委員長
鈴木　　徹鈴木　　徹

副委員長副委員長
長田　将宜長田　将宜

副委員長副委員長
早山　大介早山　大介

副委員長副委員長
吉成　翔太吉成　翔太

副委員長副委員長
齋藤　大誉齋藤　大誉
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顧　問
菊地　一寛
和知　健明

み
ら
い
創
生
・
交
流
委
員
会

　

こ
の
た
び
、
み
ら
い
創
生
・
交
流
委
員
会

委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
相
田
加
代

子
で
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
雲
外
蒼
天

～
輝
く
み
ら
い
～
」
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
け
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
は
明
る
い
も
の
に
し
た
い
と

思
い
テ
ー
マ
に
い
た
し
ま
し
た
。
当
委
員
会

で
は
、
次
世
を
担
う
子
ど
も
達
と
一
緒
に
楽

し
く
学
べ
る
事
業
を
展
開
し
、
こ
れ
か
ら
の

明
る
い
未
来
創
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
出

店
な
ど
を
通
し
白
河
市
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

白
河
を
創
る
未
来
あ
る
子
ど
も
達
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
こ
と
を
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
共

に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
広
報
委
員
会

　

令
和
六
年
度�

総
務
広
報
員
会
委
員
長
の
鈴

木
洋
平
で
す
。

　

総
務
広
報
委
員
会
で
は
「
や
っ
て
み
よ

う
！
」
を
年
度
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
何
事
に
も

臆
せ
ず
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

〇�

総
務
：
会
全
体
の
連
携
を
高
め
、
活
動
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。

〇�

広
報
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発
信
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。
現
在
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
Ｘ
」
と
青
年
部
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
使
い
市
民
の
皆
様
へ

情
報
が
届
く
よ
う
に
色
々
と
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
や
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
一
年
間
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

㈱大谷屋
鈴木　洋平

㈱イワキ
相田加代子

自
己
啓
発
推
進
委
員
会

　

今
年
度
、
自
己
啓
発
推
進
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
だ
た
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西
脇
信
介
で
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、「
ｉ
ｍ
ｐ
ｒ
ｏ
ｖ
ｅ　
ｙ
ｏ

ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
～
自
ら
進
ん
で
行
動
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
新
た
な
知
識
・
能
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
員
の
自
発
的
な
行
動

を
促
進
で
き
る
研
修
事
業
な
ら
び
に
新
規
会
員

拡
大
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

様
々
な
要
因
で
著
し
く
変
化
し
て
い
く
社
会

の
中
で
、
自
社
企
業
や
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
視

野
を
広
げ
ら
れ
る
青
年
経
済
人
を
目
指
し
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
繁

栄
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
委
員
長
で
す
が
、
今
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
商
工
会
議
所
青
年
部
は
随
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に

商
工
会
議
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
ち
お
こ
し
委
員
会

　

今
年
度
、
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
は
、「
漸
進
～

ふ
み
だ
そ
う　

新
た
な
一
歩
～
」
を
テ
ー
マ
に

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
る
夏

イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、
秋
・
春
に
谷
津
田
川
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

白
河
の
新
た
な
魅
力
の
発
信
に
も
挑
戦
し
、

地
域
の
皆
様
が
楽
し
め
る
事
業
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
そ
し
て
ご
参
加
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
自
身
、
初
め
て
の
委
員
長
で
至
ら
ぬ
点
が

多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
自
分
ら
し
く
精

一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

㈱鈴木建設
鈴木　浩平

㈲ＩＢ警備
西脇　信介

鈴木　　守鈴木　　守 穂積　　学穂積　　学 伊東　和雄伊東　和雄 中上　　誠中上　　誠 和知　健明和知　健明 成井　理沙成井　理沙穂積　英一穂積　英一 白井　貴之白井　貴之

中島みなみ中島みなみ 清水　大晃清水　大晃 鈴木　宏幸鈴木　宏幸 早山　直樹早山　直樹 佐久間宜央佐久間宜央難波　祥平難波　祥平 中目　瑞英中目　瑞英太田　陽介太田　陽介

邊見　啓明邊見　啓明 佐藤　弘樹佐藤　弘樹 吉村　晋吾吉村　晋吾 高山　裕介高山　裕介 金子　善弥金子　善弥 柳沼　　慎柳沼　　慎 木村　圭吾木村　圭吾渡邊真祐美渡邊真祐美

邊見薪之助邊見薪之助 石井　花凛石井　花凛 中川　大地中川　大地長沼　ゆめ長沼　ゆめ星　　翔太星　　翔太熊田　梨乃熊田　梨乃 安田　武司安田　武司 菊地　祐香菊地　祐香 高田　雅也高田　雅也 佐々木冬華佐々木冬華

委
員
長
挨
拶

委
員
長
挨
拶



令和５年度　活動報告��

　地域が賑わい、地域内外からも人が集まる魅力あるまちとし
て発展しPRするため、活性化の一助となる事業や会員一人ひと
りがYEGとして地域の一員であることを多方面にPRできる事業
を行いました。

　会員の自己研鑽、及び自社企業の発展を目的とし、会員一人
ひとりのステップアップを図る事業を行いました。

　組織全体の企画運営管理および当会のPRを目的とした事業を
行いました。

　未来を見据え、更なる発展
飛躍する地域・企業・YEGを
創るため、次代を担う子供達
若者達に希望、夢、創造、成
長する糧を与えることを目的
とした事業や会員相互の結束
の強化、情報共有を目的とし
た事業を行いました。

資質向上委員会資質向上委員会

地域活性委員会地域活性委員会

総務広報委員会総務広報委員会

みらい交流委員会みらい交流委員会

大人の体力測定

しらかわ屋台村

だるま市出店

Re;みんなのヒカリ2023

茅ヶ崎YEG創立40周年記念式典

さくらまつり出店

城’d白河

僕たち私たちが考える
夏の楽しみグループ会議

きつねうちにぎわいプロジェクト
East�Summer�音フェスinきつねうち温泉出店

福島空港利用をPR
初のチャーター便で高知へ

臨時総会

能登半島地震災害被災地支援

新年会

僕たち私たちが考える夏の楽しみ

しらかわ魂2023
～ Shirakawa

 Youthful 
 heart ～

原町サマーフェスタ出店

インボイスで変わる会社経営 通常総会

湘南祭出店



芳賀設備工業株式会社
福島県西白河郡西郷村大字熊倉字五反歩35

TEL/0248－25－0718
FAX/0248－25－0739
E-mail：hagaeic@ale.ne.jp

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〒961-0933 福島県白河市新蔵町１３ 
                                TEL    ２２－２６２４ 
                                営業時間  ９：００～１８：３０ 
                                定休日   毎週月曜日・第１火曜日・第３日曜日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〒961-0933 福島県白河市新蔵町１３ 
                                TEL    ２２－２６２４ 
                                営業時間  ９：００～１８：３０ 
                                定休日   毎週月曜日・第１火曜日・第３日曜日 

有限
会社難波平八郎商店
本社・工場 〒961-0835 白河市白坂鶴巻4-1

TEL 0248-28-2863
FAX 0248-28-3232

総 合 リ サ イ ク ル 企 業
産業廃棄物中間処理業
総 合 リ サ イ ク ル 企 業
産業廃棄物中間処理業

 

下記ＱＲコードよりインター
ネットローンの仮審査申込が
出来ます。 
２４時間受付中。 

 
URL  https://www. shinkin.co.jp/sirakawa/ 

 
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

今今日日もも 明明日日もも 幸幸福福つつなないいでで 

はくしん WEB 完結ローン 
好評受付中！！ 

　

我
々
、
白
河
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、

白
河
市
で
商
売
を
営
む
商
工
業
者
青
年
経

済
人
の
集
ま
り
で
す
。
目
的
は
、
白
河
市

の
健
全
な
る
地
域
発
展
の
為
、
様
々
な
事

業
を
通
し
て
豊
か
で
住
み
良
い
郷
土
づ
く

り
に
貢
献
す
る
事
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

目
的
の
も
と
、
多
彩
な
活
動
を
す
る
事
が
、

白
河
市
民
か
ら
の
信
頼
を
得
、
青
年
部
会

員
各
社
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
白
河
市
に
お
い
て
商
売
を
す
る

“

あ
な
た”

、
是
非
と
も
入
会
し
、
自
己
研

鑽
、
情
報
収
集
そ
し
て
幅
広
い
人
脈
を
得

る
た
め
、
我
々
と
一
緒
に
青
年
部
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

　

白
河
商
工
会
議
所
に
加
入
し
て
お
り
、

白
河
市
内
で
営
業
し
て
い
る
商
工
業
者
の
方

及
び
そ
の
推
薦
さ
れ
た
者
（
満
20
歳
以
上
、

満
45
歳
未
満
）
は
法
人
、
団
体
、
個
人
事

業
主
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
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E-m
ail :yeg@

shirakaw
a-cci.or.jp

〇建築・土木・各種資材
〇エクステリア販売・施工
〇イナバ物置販売店

㈲石塚商会
 〒961-0051
福島県白河市大鹿島前67-3
TEL（0248）22－2552
FAX（0248）22－3637

ADDRESS

OPEN

CLOSE

福島県白河市中町 65

夜 /17:00～23:00

TEL・FAX

0248-29-8941

月曜日（祝日を除く）

白河観光交通株式会社
〒961-0993　福島県白河市中山南5-97

白河タクシーセンター　0248-27-3300
バ ス 事 業 部　0248-21-2533

石 材 一 式 販 売・施 工

三國秀雄石材
住所：福島県白河市金屋町78
電話：0248－23－3768

白河市新白河1丁目16-1
tel.0248-23-7550
営業時間　17：30 ～ 22：00

　     白河市立石127-1 菅原ビル1F
本店
　     tel.0248-27-1988

 建設業登録：福島県知事許可（般-２）第 11540 号 / 宅建業登録：福島県知事（３）第 2839 号 

株株式式会会社社  旭旭  建建  設設  
〒961-0082 福島県白河市飯沢 11 番地 
TEL0248-22-2488(代) FAX0248-22-2489 
E-mail asahi-kensetu@athena.ocn.ne.jp 
http://asahi-kensetu.com/ 

新新築築・・増増改改築築・・リリフフォォーームム・・土土地地  
ののここととなならら弊弊社社ままででごご相相談談下下ささいい!!!!  

有限会社 IB警備
 〒961-0051
 福島県白河市久田野塚田21-4
   TEL 0248（23）8838
   FAX 0248（21）9383

渡辺工務店 有限会社

㈲松新酒店
ローソン　　　　　
白河駅前大手町店　
☎0248－23－0063
ローソン　　　　　
新白河２丁目店　　
☎0248－21－5488

一本の釘にも100年の伝統

〒961-0053 福島県白河市中田260

TEL 0248-22-2166
https://www.kennan.co.jp

ISO9001 認証取得

MSA-QS-1029

福島県南土建工業株式会社
明治36年創業 総合建設業

カ

FUKUSHIMA KENNANDOKEN KOGYO Co.,Ltd

Rei Golf GardenRei Golf Garden
CAFE mondayCAFE monday

営業時間　バッティング　10:00 ～ 21:00営業時間　バッティング　10:00 ～ 21:00
　　　　　　　　カフェ　11:00 ～ 22:00　　　　　　　　カフェ　11:00 ～ 22:00

有限会社  有限会社  東北オートマシン東北オートマシン


